
令和６年 4月 15日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

　チームで協力し合い依頼主宅の片付け・清掃をすることで、コミュ

ニケーション能力の向上と、自己効力感や達成感が得られることで、

自信をもって就労できるようになることを目的とする。

　また、劣悪な住環境で生活をしていた方に適切な支援や制度をつな

げることで、本人やご家族、近隣住民が安心して生活できるようにな

ることに寄与している。

課題点：　　　作業従事する利用者の寒暖差による体調管理

　2　庭清掃・換気を含む空き家管理

利用者数　等　内容により5名～10名

　　　　　　　事故防止に繋げる各自の危険予測

連携した結果に対する意見または評価

実施した結果：　作業を完了した事による都度の達成感

得られた成果：　地域住民からの感謝と苦情解決

　　　　　　　障害者が活動する事への地域からの理解

連携先の企業等の意見または評価

活動場所　　北九州市～宗像市にある指定依頼された住宅

実施日程　　令和5年4月3日～令和6年3月29日

　　　　　　毎月1回～2回（各5日程度で10時～16時）

実施した生産活動・施設外就労の概要

　1　ゴミ屋敷と化した住宅内の片付け、及び清掃

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 コローレ

住　所 福岡県中間市中央２丁目１３番２３号

4016200190

曽我辺　勲

令和５年度電話番号 ０９３－２４４－８８６６

　成年後見人として関与している方は認知症高齢者が多く、大半の家屋はゴミだらけ、庭は荒れ放題となっているのが現状です。地域の美化問

題、害虫や異臭等による住環境問題が発生しやすく、年間を通して近隣からの苦情通報が入ります。即解決しなければならない案件が増えてい

る中、定期的に対応して頂いている家屋もあり非常に助かっています。

　高齢者はまだ増え続けており、案件が増えていく事が予測されます。よりスムーズな作業を進める上で、地域の理解と協力を得る事が必須と

なるでしょう。関連各所と連絡を密に取り、作業の日程調整や回収車の配置、不測の事態への対応強化を進める必要を感じます。

連携先企業名 加藤丈雄司法書士事務所 担当者名 加藤　丈雄

今後の連携強化に向けた課題

様式１


